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要
請
項
目

1　
「
解
釈
改
憲
」
な
ど
に
よ
る
集

団
的
自
衛
権
行
使
容
認
を
行
わ

ず
、
憲
法
9
条
の
理
念
を
生
か
す

こ
と
を
求
め
る
。

2　

戦
争
参
加
を
進
め
る
あ
ら
ゆ
る

立
法
と
政
策
に
反
対
す
る
。

焼
け
跡
か
ら
生
ま
れ
た「
日
本
国
憲
法
」

は
、
海
外
で
2
0
0
0
万
人
以
上
、
日
本

で
3
1
0
万
人
と
も
い
わ
れ
る
尊
い
人
命

を
奪
い
、
深
く
人
間
の
尊
厳
を
傷
つ
け
た

結
果
、
こ
の
よ
う
な
過
ち
を
決
し
て
繰
り

返
さ
な
い
と
い
う
平
和
主
義
を
基
調
に
し

て
い
ま
す
。

当
時
の
吉
田
茂
首
相
は
、
1
9
4
6
年

の
衆
議
院
本
会
議
に
お
い
て
、「
憲
法
9

条
は
、
自
衛
権
を
否
定
は
し
て
い
ま
せ
ん

が
、
第
9
条
2
項
に
お
い
て
一
切
の
軍
備

と
交
戦
権
を
認
め
な
い
結
果
、
自
衛
権
の

発
動
と
し
て
の
戦
争
も
、
ま
た
交
戦
権
も

放
棄
し
た
の
で
あ
り
ま
す
」
と
答
弁
し
て

い
ま
す
。

し
か
し
、
そ
の
後
、
歴
代
自
民
党
政
権

は
憲
法
を
捻
じ
曲
げ
て
自
衛
隊
を
創
設

し
、
つ
い
に
第
2
次
安
倍
内
閣
に
至
っ
て

は
、
集
団
的
自
衛
権
行
使
の
容
認
に
踏
み

出
そ
う
と
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
は
、
明
ら
か
に
日
本
を
戦
争
の
出

来
る
国
に
し
よ
う
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、

更
に
憲
法
9
条
を
空
文
化
す
る
こ
と
を

狙
っ
て
お
り
、
私
た
ち
は
、
そ
の
愚
行
に

強
く
反
対
し
ま
す
。

各
地
で
1
0
0
0
人
委
員
会
を
立
上

げ
、
全
国
で
戦
争
を
さ
せ
な
い
運
動
を
強

め
ま
し
ょ
う
！

4
月
26
日
、
代
々
木
公
園
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
今
年
は
、
政
府

か
ら
安
倍
総
理
と
田
村
厚
労
大
臣
、
そ
し
て
政
党
の
代
表
が
9
名
参

加
し
ま
し
た
。
民
主
党
の
海
江
田
万
里
代
表
は
、
正
規
・
非
正
規
雇

用
を
問
わ
ず
、
公
正
・
公
平
・
透
明
な
ル
ー
ル
の
下
、
生
き
が
い
を
持
っ

て
働
け
る
よ
う
労
働
者
保
護
、
労
働
条
件
の
改
善
の
た
め
、
全
力
で

頑
張
る
決
意
表
明
を
し
ま
し
た
。
ま
た
、社
民
党
の
吉
田
忠
智
党
首
は
、

安
倍
首
相
の
な
し
崩
し
改
憲
、
解
釈
改
憲
に
よ
る
集
団
的
自
衛
権
の

行
使
は
、
断
じ
て
許
せ
な

い
、
と
強
調
し
ま
し
た
。

行
使
容
認
の
記
者
会
見
で
、

安
倍
晋
三
が
、
ま
る
で
あ

の
ヒ
ッ
ト
ラ
ー
の
姿
に
ダ

ブ
っ
て
見
え
た
の
は
確
か

で
し
た
。
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夜の雨の中、日比谷野音を埋め尽くす

全
国
署
名
を
展
開

安
倍
首
相
、
衆
参
議
長
へ

第
1
回
東
ア
ジ
ア
海
外
研
修

旅
行
計
画
は
、
次
ペ
ー
ジ
に

第
85
回
メ
ー
デ
ー
開
催
さ
れ
る
！
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第
1
次
安
倍
内
閣
時
、
安
倍

総
理
は
「
戦
後
レ
ジ
ュ
ー
ム
」

か
ら
の
脱
却
を
掲
げ
、
敗
戦
を

否
定
し
、
再
び
、
富
国
強
兵
を

め
ざ
す
と
い
う
思
い
を
抱
い
て

き
ま
し
た
が
挫
折
し
ま
し
た
。

し
か
し
、再
登
板
し
た
今
回
は
、

特
定
秘
密
保
護
法
の
可
決
、
戦

争
犯
罪
人
を
祀
っ
て
い
る
靖
国

神
社
の
公
式
参
拝
、
そ
し
て
集

団
的
自
衛
権
ま
で
も
、
憲
法
解

釈
に
よ
っ
て
、
行
使
で
き
る
よ

う
に
、
ヒ
ッ
ト
ラ
ー
張
り
に
突

き
進
ん
で
い
ま
す
。
こ
の
よ
う

な
と
き
、
私
た
ち
は
、
冷
静
に

民
間
外
交
の
発
展
を
め
ざ
し
、

第
1
回
東
ア
ジ
ア
海
外
研
修
旅

行
を
左
記
の
よ
う
に
実
施
し
ま

す
の
で
、
会
員
・
家
族
・
友
人

と
共
に
参
加
し
て
ほ
し
い
と
思

い
ま
す
。
連
絡
先
は
、
1
ペ
ー

ジ
タ
イ
ト
ル
の
下
に
あ
り
ま

す
。
締
切
：
7
月
末
日

Ⅰ　

女
達
の
貧
し
い
老
後

貧
困
は
男
性
高
齢
者
に
も
あ

る
。
男
性
に
は
女
性
に
比
し
て

社
会
的
孤
立
な
ど
の
問
題
が
あ

る
が
、
女
性
の
低
所
得
層
の
数

的
広
が
り
は
、
男
性
よ
り
は
る

か
に
大
き
い
。

75
歳
以
上
で
は
女
性
比
率
は

60
％
以
上
、
単
身
（
離
婚
・
死

別
な
ど
）
世
帯
は
女
性
20
％
に

対
し
男
性
は
11
％
で
あ
る
。

ま
た
、
相
対
的
貧
困
率
（
可

処
分
所
得
の
中
央
値
が
50
％
未

満
の
比
率
）
は
、
高
齢
に
な
る

ほ
ど
高
く
、
80
歳
以
上
、
男
性

16
％
・
女
性
27
％
で
、
単
身
者

の
男
女
所
得
格
差
は
大
き
い
。

Ⅱ�　

な
ぜ
、
女
の
老
後
は
貧
し

い
の
か

こ
の
大
き
な
原
因
の
1
つ
は
、

社
会
的
に
根
強
い
「
性
別
役
割

第
1
回
東
ア
ジ
ア
海
外

　
研
修
旅
行
に
行
き
ま
せ
ん
か
！

分
業
意
識
」
で
あ
る
。
戦
後
も

女
性
は
結
婚
が
最
良
（
永
久
就

職
）、「
夫
―
被
用
者
、
妻
―
専

業
主
婦
、
子
―
2
人
」
が
標
準

家
庭
と
さ
れ
て
き
た
。
そ
し
て
、

女
性
は
結
婚
退
職
が
当
た
り
前

と
さ
れ
て
き
た
歴
史
が
あ
る
。

1
9
8
6
年
「
男
女
雇
用
機

会
均
等
法
」、
95
年
「
育
児
休
業

法
」
が
成
立
し
た
が
、
こ
れ
で

解
決
し
た
わ
け
で
は
な
い
。
性

別
分
業
を
支
え
る
税
制
（
妻
の

パ
ー
ト
収
入
が
一
定
額
を
超
え

る
と
課
税
）
と
社
会
保
障
制
度

（
被
用
者
の
妻
は
保
険
料
な
し
で

年
金
が
受
け
取
れ
る
）
の
存
在

が
壁
に
な
っ
て
い
る
。

さ
ら
に
、「
3
歳
ま
で
は
母

の
手
で
」、「
共
働
き
は
非
行
の

温
床
」
な
ど
と
い
う
、「
子
育
て

神
話
」
が
作
ら
れ
た
。
こ
う
し

て
女
性
の
就
労
年
数
は
男
13
年

3
月
4
日
午
後
1
時
30
分
、
連
合
会
館
に
お
い
て
、
退
職
者
連

合
主
催
の
「
勉
強
会
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

低
所
得
高
齢
単
身
者
問
題
の
本
質
を
探
る

　

―
と
く
に
低
所
得
単
身
女
性
に
つ
い
て
―

　
　

講
師　

�「
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
・
高
齢
社
会
を
よ
く
す
る
女
性
の
会
」

　

�

樋
口　

恵
子
理
事
長

に
対
し
、
9
年
と
約
3
分
の
2

に
と
ど
ま
り
、
管
理
職
も
少
な

い
。
ま
た
、
女
性
は
非
正
規
労

働
者
の
割
合
が
多
く
、
正
規
は

男
性
80
％
だ
が
、
女
性
は
45
％

で
、
社
会
保
障
に
つ
な
が
ら
な

い
。
従
っ
て
、
被
用
者
年
金
本

人
も
男
性
が
70
％
な
の
に
女
性

は
30
％
、
受
取
額
（
厚
生
年
金
）

も
男
性
・
10
万
7
7
8
円
、
女
性
・

5
万
6
4
6
円
で
、
標
準
報
酬

月
額
は
男
性
・
44
万
4
0
8
円
、

女
性
・
25
万
6
1
6
円
で
あ
る
。

国
際
的
に
も
賃
金
は
男
性
が

高
い
が
、
我
が
国
で
は
、
女
性

を
就
労
中
断
、
非
正
規
に
す
る

政
策
が
依
然
と
し
て
続
い
て
お

り
、「
Ｂ
（
貧
乏
）
Ｂ
（
婆
さ
ん
）」

状
況
は
無
く
な
ら
な
い
。

Ⅲ�　
「
Ｂ
Ｂ
」
か
ら
「
Ｈ
（
働
く
・

ハ
ッ
ピ
ー
）
Ｂ
」
へ

ま
ず
、
中
高
年
女
性
の
メ
リ
ッ

ト
を
生
か
し
、
就
労
を
促
進
す

る
。
そ
れ
と
「
第
3
号
被
保
険

者
制
度
」
な
ど
、
年
金
を
始
め

と
す
る
社
会
保
障
制
度
を
抜
本

的
に
改
革
す
る
。
そ
し
て
、
高

齢
女
性
の
長
寿
を
社
会
的
財
産

と
し
て
活
用
す
る
。

日
退
教
か
ら
は
平
川
副
会
長
、

男
女
共
生
部
会
員
が
出
席
し
ま

し
た
。�

（
し
）

深
刻
な
低
所
得
高
齢
者
問
題

―
退
職
者
連
合
が
「
勉
強
会
」
を
開
催
―

第1回東アジア海外研修旅行
―交流と3つの世界遺産を巡る旅―

日 午前 午後 備考
1日目
10/23

（木）

CA422成田08:50北京11:35
CA162関空09:00北京11:20
MU532福岡09:50上海10:30

成田・関空からの方
CA1201北京14:20西安16:30
福岡からの方
MU9203上海13:50西安16:15
全員一緒に、ホテルへ
着後、夕食

宿泊：
西安市内ホテル

（4つ星）

2日目
10/24

（金）

兵馬俑博物館見学
昼食：郷土料理

華清池見学
大雁塔見学
夕食：西安市内
唐歌舞鑑賞（OP）

宿泊：
西安市内ホテル

（4つ星）

3日目
10/25

（土）

高速鉄道にて、洛陽へ。
着後、高速道路で少林寺へ。
昼食：少林寺近くのレスト
ラン

少林寺観光
少林寺拳法演武見学
夕食：洛陽市内

（水席名物料理）

宿泊：
洛陽または少林
寺（4つ星）

4日目
10/26

（日）

龍門石窟見学
昼食：洛陽市内

高速鉄道で西安へ。
西の城門見学
教育退職者と交流会
夕食：懇談交流会

宿泊：
西安市内ホテル

（4つ星）

5日目
10/27

（月）

成田・関空行きの方
CA1290西安12:10北京13:50
福岡行きの方
MU2161西安14:00上海16:00
福岡の方は空港で昼食

CA421北京16:45成田21:00
CA161北京16:05関空20:10
MU531上海18:10福岡20:50
札幌は、各地便に合流
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4
月
8
日
、
参
議
院
文
教
委

員
会
に
行
き
、
西
澤
会
長
、
日

教
組
山
本
執
行
委
員
、
そ
し
て

松
淵
の
3
名
で
傍
聴
を
し
ま
し

た
。「
義
務
教
育
諸
学
校
の
教

科
用
図
書
の
無
償
措
置
に
関
す

る
法
律
の
一
部
を
改
正
す
る
法

律
案
」
の
審
議
が
最
終
段
階
を

迎
え
、緊
迫
し
た
状
況
で
し
た
。

そ
れ
は
、
沖
縄
の
八
重
山
地

区
に
お
け
る
中
学
校
の
公
民
教

科
書
が
一
本
化
で
き
な
い
と
い

う
状
況
が
契
機
と
な
り
今
回
の

改
正
法
案
が
上
程
さ
れ
ま
し

た
。
八
重
山
採
択
地
区
は
、
石

垣
市
、
与
那
国
町
そ
し
て
竹
富

町
の
3
市
町
で
構
成
さ
れ
て
い

ま
す
。
石
垣
・
与
那
国
は
育
鵬

社
版
の
教
科
書
を
採
択
し
ま
し

た
が
、
竹
富
町
は
東
京
書
籍
の

教
科
書
を
選
ん
だ
た
め
、
子
ど

も
た
ち
へ
の
教
科
書
は
無
償
と

は
な
ら
ず
、
寄
付
金
で
購
入
し

て
配
布
を
し
て
き
ま
し
た
。
国

は
、
再
三
に
わ
た
り
、
採
択
地

区
毎
に
同
一
教
科
書
を
採
用
す

る
よ
う
に
、
竹
富
町
、
沖
縄
県

教
委
に
働
き
か
け
、
こ
と
に
3

月
に
は
、
是
正
要
求
ま
で
出
し

て
従
わ
せ
よ
う
と
し
ま
し
た
。

こ
の
日
、
参
議
院
文
教
委
員

会
は
、
下
村
大
臣
、
西
川
副
大

臣
、
事
務
方
が
15
～
6
人
、
文

教
委
員
は
日
政
連
議
員
の
那
谷

屋
正
義
議
員
を
含
め
17
名
で
し

た
。那

谷
屋
議
員
は
、
2
0
0
9

年
の
閣
議
決
定
（
麻
生
内
閣

時
）
で
は
、
将
来
的
に
学
校
単

位
で
の
採
択
を
見
据
え
る
と
し

て
い
る
が
、
こ
の
閣
議
決
定
は

変
更
し
て
い
る
の
か
。
採
択
地

区
協
議
会
で
同
一
の
教
科
書
を

採
択
す
る
こ
と
を
義
務
付
け
て

い
る
こ
と
は
、
こ
の
閣
議
決
定

の
趣
旨
（
学
校
採
択
）
に
反
す

る
の
で
は
な
い
か
。
2
0
1
3

年
の
中
教
審
分
科
会
で
は
、
教

科
書
の
調
査
・
研
究
は
共
同
で

行
う
が
最
終
的
に
は
採
択
は
教

育
委
員
会
で
行
う
こ
と
と
の
検

討
課
題
で
あ
っ
た
が
見
解
は
ど

う
か
。
是
正
要
求
に
よ
っ
て
教

科
書
採
択
を
変
え
よ
う
と
す
れ

ば
、
か
え
っ
て
混
乱
が
起
こ
る

の
で
は
な
い
か
、
な
ど
こ
の
日

の
審
議
で
は
、
や
は
り
群
を
抜

い
て
内
容
的
に
も
迫
力
が
り
、

聞
く
に
値
す
る
質
疑
を
行
い
ま

し
た
。
こ
れ
に
対
し
、
下
村
大

臣
、
西
川
副
大
臣
は
、
民
主
党

内
閣
の
中
川
文
科
大
臣
も
竹
富

町
だ
け
の
採
択
は
違
法
と
し

た
、
中
教
審
の
意
見
に
は
謙
虚

に
耳
を
傾
け
た
い
、
調
査
・
研

究
に
は
教
員
や
保
護
者
の
意
見

を
入
れ
る
の
は
当
然
だ
、
小
さ

な
町
村
で
は
調
査
・
研
究
が
十

分
で
は
な
い
、
最
後
に
は
、
や

は
り
調
査
・
研
究
と
採
択
は
一

体
に
す
べ
き
だ
と
答
弁
し
ま
し

た
。
自
民
党
か
ら
は
、
中
曽
根

弘
文
・
橋
本
聖
子
・
堀
内
恒
夫

（
元
巨
人
投
手
）
議
員
が
出
席

し
て
い
ま
し
た
が
、
ス
マ
ホ
を

見
た
り
何
度
も
席
を
立
っ
て
い

た
の
が
中
曽
根
議
員
、
居
眠
り

の
多
い
橋
本
議
員
、
堀
内
議
員

は
、
新
人
の
せ
い
か
真
面
目
に

審
議
を
聞
い
て
い
ま
し
た
。

こ
の
日
、
午
後
か
ら
委
員
会

採
決
が
あ
り
、
翌
日
参
議
院
本

会
議
で
可
決
成
立
し
ま
し
た
。

（
参
議
院
文
教
委
員
会
傍
聴
記
、

松
淵
）

法
案
成
立
後
の
5
月
21
日
、

採
択
地
区
が「
市
郡
」か
ら「
市

町
村
」
に
細
分
化
さ
れ
た
の
を

契
機
に
、
沖
縄
県
教
委
は
八
重

山
採
択
地
区
か
ら
武
富
町
を
独

立
さ
せ
る
と
決
定
し
ま
し
た
。

「
改
正
教
科
書
無
償
措
置
法
案
」

4
月
9
日
可
決
成
立
！

追求するなたにや議員

3名で傍聴

今後の東アジア海外研修旅行　計画案 

2014年10月下旬（4泊5日）
― 交流と3つの世界遺産を巡る旅 ―
　西安、洛陽、少林寺、伝統芸術の鑑賞

2015年10月8日前後（3泊4日）　
― 朝鮮に対する日本の侵略を学ぶ旅 ―
　�独立記念館、閔妃墓参、浅川巧共同墓地、安重根記

念館、西大門刑務所、景福宮、タプコル公園、ナヌ
ムの家（日本軍「慰安婦」歴史館）、伝統芸能の鑑賞

2016年10月下旬（3泊4日）
― 辺境の地の世界遺産を巡る旅 ―
　敦煌、莫高窟、日牙泉、鳴沙山、石包城、城堡遺址

2017年10月上旬（4泊5日）
― 中国に対する日本の侵略を学ぶ旅 ―
　�南京虐殺記念館、盧溝橋戦争記念館、瀋陽9.18歴史

博物館、ハルビン731部隊展示館、安重根記念館（ハ
ルビン駅に2013年末完成）

　�上海・南京・北京・瀋陽間は国内航空機を利用する予定。
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◆ 

編
集
後
記 

◆

5
月
15
日
、
安
倍
首
相
の
私
的
諮
問
機

関
「
安
全
保
障
の
法
的
基
盤
の
再
構
築
に

関
す
る
懇
談
会
」
は
、
集
団
的
自
衛
権
行

使
の
容
認
を
提
言
す
る
報
告
書
を
首
相
に

提
出
し
た
。

首
相
は
記
者
会
見
で「
基
本
的
方
向
性
」

を
発
表
し
、
他
国
の
た
め
に
武
力
を
使
う

集
団
的
自
衛
権
を
認
め
る
憲
法
解
釈
の
変

更
に
踏
み
出
し
た
。
ま
さ
に
、
こ
の
日
は
、

戦
後
69
年
で
「
戦
争
を
し
な
い
国
」
か
ら

「
戦
争
を
す
る
国
」
切
り
替
わ
る
大
き
な

転
換
日
で
あ
っ
た
。

こ
の
日
、
山
田
洋
次
監
督
の
映
画
「
小

さ
な
お
う
ち
」
の
場
面
を
思
い
出
し
た
。

タ
キ
を
演
じ
る
黒
木
華
が
第
64
回
ベ
ル

リ
ン
国
際
映
画
祭
最
優
秀
女
優
賞
（
銀
熊

賞
）
を
受
賞
し
た
映
画
だ
。
老
境
を
迎
え

た
布
宮
タ
キ
は
、
大
学
ノ
ー
ト
に
回
想
録

を
書
い
て
い
る
。
親
戚
の
男
の
子
の
健
史

が
タ
キ
の
ノ
ー
ト
を
盗
み
読
み
、
戦
中
と

は
思
え
な
い
タ
キ
が
女
中
を
し
て
い
た
平

井
家
の
明
る
い
様
子
が
、
教
科
書
で
習
っ

た
戦
時
の
情
勢
と
余
り
に
も
違
う
た
め
、

タ
キ
の
ノ
ー
ト
は
嘘
ば
か
り
だ
と
断
じ
る

場
面
が
あ
る
。
山
田
洋
次
監
督
が
言
う
よ

う
に
戦
争
と
は
こ
の
よ
う
に
日
常
生
活
の

中
に
忍
び
込
ん
で
く
る
。

何
年
後
か
、「
5
月
15
日
は
ど
の
よ
う

に
過
ご
し
て
い
た
の
か
？
」
と
問
わ
れ
る

こ
と
に
な
る
の
だ
ろ
う
か
。

��������������������������������������������������

あ
れ
か
ら
3
年
。
安
倍
政
権
は
、
原

発
再
稼
働
、
原
発
輸
出
を
企
て
、
原
発

推
進
の
旗
を
振
り
続
け
て
い
ま
す
。
集

会
で
は
、
福
島
か
ら
も
、
元
宇
宙
飛
行

士
も
、
キ
ャ
ラ
バ
ン
隊
も
か
け
つ
け
、

脱
原
発
を
訴
え
ま
し
た
。
集
会
の
最
後

に
、呼
び
か
け
人
の
鎌
田
慧
さ
ん
は「
こ

の
間
、
5
人
の
元
首
相
が
原
発
を
止
め

よ
う
と
言
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
私
た

ち
の
運
動
の
成
果
だ
。
今
後
、
再
稼
働

の
動
き
が
あ
る
と
き
は
、
国
会
前
で
、

大
行
動
を
し
よ
う
！
」
と
呼
び
か
け
、

野
音
か
ら
東
電
本
社
前
を
通
っ
て
東
京

駅
ま
で
デ
モ
行
進
を
し
ま
し
た
。
折
し

も
、
5
月
21
日
に
は
、
福
井
地
裁
は
関

西
電
力
大
飯
原
発
3
・
4
号
機
訴
訟
に

お
い
て
「
大
飯
原
発
の
安
全
技
術
と
設

備
は
脆
弱
な
も
の
と
認
め
ざ
る
を
得
な

い
」
と
し

て
地
震
対

策
の
不
備

を
認
定
し
、

運
転
差
し

止
め
を
命

じ
ま
し
た
。

司会・木内みどりさん

澤地久江さん

元宇宙飛行士・秋山豊寛さん

埼玉の仲間たち

5,500人参加

大江健三郎さん

福島・武藤類子さん

自転車キャラバン隊

フ
ク
シ
マ
を
忘
れ
な
い
！

さ
よ
う
な
ら
原
発
3
・
15
脱
原
発
集
会

野
外
音
楽
堂
を
5
、5
0
0
人
が
埋
め
つ
く
す
！


